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：再蹄熱「スピロヘー一一タ」の自登凝集反細

金置綿科大學細菌學教室（主任谷教授｝

  淺   野    修

     As，tmo Osafmi

    （昭禾022年9月15日受附）

1．蓮心に依る赤血球除去に關ナる實験

 再錦熱感染二十日鼠の極期の血液：を稀忙し全

量10ccと爲し暗視野照輝法にて観察するに，

赤血球が非常に多く自畿凝集反慮を観察するの

に不便である．「ス」が殆沈下せす，而も赤血球

が大：量沈下する遠心の強度を決める爲に此實験

を行ったのである．

 實験方法：極期の再露熱「ス」を無菌的に探血し，之

を■1％絢憾酸晶出計画盛永にて稀点し全屋5CCとなし，

1cc宛4本の小遠心管及び封照として1本の小試験管

に分注した。小遽心管を1本宛遠心し，夫kの上清を

小母爆管に移し夫々の沈渣を1ccの1％拘講酸曹達加

食逃水浮游液と忙し，更に小試験管に移し，上清，沈

渣，封照を暗覗野法にて観察した．遠心の方法は次の

通りである．1）600回5分 2）750回5分 3）

1000回5分 4）2000回10分

                  實験

（1） 2000回10分：大部分の「ス」赤血球の全

         部沈下

   1000回5分：略同上一一Utの赤血球は上

         清中にあり．

   750回5分＝上溝に若干「ス」は多い，

         赤血球は上清に於て1％

         程度．

   600回5分：「ス」の大部分≠：溝にあり

成績

          赤血球は沈渣に移行する

          方が多vo．

 帥600回5分の遠心方法が最も良い嫌である。

 （2） 自製凝集反鷹の關係

 反騰は非常に不定であって凝塊が現れたり，

滑えたりする嘆）が見られた．概して「ス」数の多

い場合に反鷹が粒度であり，赤血球の多寡は關

係が少い．

2．生理酌食三水における「ス」の自門凝集反鷹

 再蹄熱感染の極期に於て採血し生理的食堕水

にて稀繹し1⑪ρcと爲し，之を時間的に槻察し

た．

 霊験成績：直後に弱陽性，1時間目に陽性，

3時間乃至5時聞目に陰性，8時間目弱陽性，

2斗時間目陰性であり，不定の反慮が見られた．

δ．各種藥晶における「ス」の科挙凝集反鷹

 （1） ！實験戒績：全探血後0・5％～1・0％拘麗酸曹達

加食盤水にて1匹の二十日鼠に謝し7．⑪cc～13．Occに

稀羅す．稀羅血液を60⑪回5分間遠心して赤血球を大

部分沈降せしめ，その上清を0・9cc宛小試験管に探り

％量（⑪．1cc）宛各種の濃度の藥液勧ロへた．此際i選心

前の「ス」浮游液その臼蓋遠心後の上清を各1．Occ小試

験管に探り封照として観察に供した（以上の方法を隈

に1覇遠心法と繕す）．突で残りの上清を2500回30分間
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蓮心し，沈渣の表面を生理的食導水にて1回洗諜した

後同量の食三水を加へよく混和し，、其1・Occを下衆と

してes b⑪．9CC宛所焼野の小試験管に分注し各種の藥

液を％量宛加へ観察に供した（以上の方法を強遠心法

と下す）．試験管は全て室温に保置した．

 聾 （1）茎25％「タウロコール酸曹蓮，10％及5％

「サボ晶ソ」，50％二二汁は夫々⑪・5cc「ス」浮游液に

O．5ccの二二を加へて作製した．

 （2）「フォルマリン」に就て

 農工用（35％「フオルムアルデヒード含有と銘記して

あるが製作引回不明である）及日本藥局方東洋製藥貿

易株式會肚製（約30％の「フオルムアルデと一ド」を含

む）の2種を使用した．

 藥局方「フオルVリソ」は「ス」に封ずる破襲力強烈で

農轟用は全く「ス」を破壊しなかった．爾者共全く「ス」

の運動を停止せしめた．

 反懸＝

 弱遠心法：農試用，藥局方共に樹照は陰性，5％，

1％，0．5％，0．1％「フォルマリン」加「ス」浮游液（藥

局方の5％は陰性）では反証著明である．

 強遠心法＝農翻用封照は不定二二で1％，0．1％張

陽性，5％は不定，藥局方はi封照陰性，1％，O．5％強

陽性，O・1％は3日目より強陽性であった．

 二二下用二三局方共に1％，0・5％の三態最強i爽で

O・1％であ蛎5％は農轟用のみに反懸が認逗～られた．

弱遠心法は強遠心法よb反窓顯著であった．農姦用5

％，藥局方0．1％では彊遠心法は反懸が渥れて叢現し

た．只農謡用の封照は僅に張遠心法の反比が張い、a

 （3）「アンチフオルミソ」に就て

 石津會就製「アンチフオルミン」を使用したが買求め

てより10年以上を経てをり，瓶口には白色粉末の結晶

が附着してをり，新製品と同等の動力を保持してみる

か疑固であり，『ス」に封ずる二丁作用は殆認められな

かった．

 5％・vO・1％は何れも30分以内に溶血を起した．3％

以上の濃度では「ス」は見えにくく幾分「ス」の減少を認

めるが1％以下の濃度では「ス」の減少を認めなかっ

た．「ス」の蓮動は0・25％では30分，0・1％では3．時間

迄認められ0・5％以上では「ス」の運動を惇止せしめた．

 反懸：

 第1回試験（極期に於て探血）では反町は微弱であ

il JO．25％，⑪．1％「アソチフォルミソ」関学照では疑

陽性乃至弱陽性の反懸を見た．第2回試験（死職期に

於て探瞳）では反懸は顯著に現れた。封照の反慮は何

れ屯強陽性で，O．25％，0．1％「アンチフtルミソ」ハ

著明であるが封照より弱い．0・5％「アンチフオルミ

ン」は弱遠心法に於てのみ反態が逞れて護現したが強

遠心法では陰性であった．又⑪．75％～5％では全く思

懸陰性であった。弱遠心法に絶て反町は一般に強く強

遽心法に於て弱いのが認められたt

 （4）「タウロコール酸曹達に就て

 「タウロコール酸C24H3904NH・CII2・CH2sO，． Hは謄

二二にNa璽として存在し膿汁酸とは非常に近似した

有機物の檬である，直面メルク會砒製を使用した，

 「タウロコール酸曹達を0・5％以上に含む「ス」浮游液

は光の透過が悪く「ス」は見えにくい．25％乃至2％に

於て「ス」の形はかなり良好であるが幾分「ス」の減少が

見られた．

 「タウロコール二曹蓮は0・1％に於ても「ス」の蓮動を

停止せしめた．

 反re ：

 第1回試験（二期に於て下血）は彊弱爾二心法（共に

螺的鰹水「三惑液）共に購陰性である・第2
回試験（死職期に於て探血1）に於ては爾遠心三共に面心

0・1％及1・0％の「タウロコール酸曹達では反命陰性で

ある．弱遠心法では1％「タウロa一ル酸曹達＝赤照

＞0・1％「タウロコール酸曹達，強遠心法では封照＞

0・1％「タウロコール酸曹i達＞1・O％「タウロコール酸曹

達の順序に二二は減弱した．又張遠心法と弱遠心法の

反心を比較すると封三三1・0％「タウPコール三曹蓮は

弱遠心法に於て強度に反懸が現れ，0．1％「タゥロコー

ル酸曹達では同じ程度の二二を認めた．

 （5） 「サポニン」に就て

 メルク（ダルムシュタット）製で白色純「サ求ニソ」を

使用した．

 10％～1％の割に「サポニン」を加へる事に依り「ス」

俘游魚は透明となり溶血作用が見られた．rス」の運動

は二丁心法に於てユ％（5時間）＞1⑪％（5時間）＞0・5

％（3時間）〉⑪・1％（1時闇）の順序に運動二三であり，

「ス」の形は良好，「ス」の破壊減少を全く認めなかっ

た．

 二二：

 第1回試験第2回試験共に死職期に干て探了した

が，第1回試瞼の遠心せぬ封照は反慮強陽性，強平心

法の封照7日目弱陽性，⑪・5％「サポニy」3目目当陽

性，0・1％「サポニン」7日目疑陽性で10％，5％，2

％，1％「サポニン」は陰陽であった．

 第2回試験では封照は3本共皆反懸陽性に現れた
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が，「サポニy」加浮游液は全く陰性であった．

 （6） 牛謄汁に就て

 50％，10％牛謄汁加「ス」浮游液は30分目，5％，1

％は1時間服に夫々完全溶血が見られた．叉牛富盛を

加へると鹿野は暗くなり・殊にS⑪％はその程度強く，10

％，5％でも最初は「ス」は見えにくいが，3乃至5時

間後漸く見得る標になる．それでも二二に比較し見に

くかった，50％の牛膿汁では1目以後「ス」の七度の減

少を認めたが10％乃至1％では「ス」の減少を全く認め

なかった、牛謄汁加「ス」浮游液では「ス」の運動1ま全く

認められない．

 反雁＝

 第1回試験（極楽に近い時期に於て露払）では比島に

於て1日以後疑陽性で牛謄汁では全く陰性であった。

第2回試瞼（死一期に於て義血）では痴話は全て強陽

性，牛膿汁加「気」浮游液では弱遠心法に於て5⑪％陰

性，10％，5％，1％強陽性，強遠心法では反雁藍は弱

いが，1⑪％，5％に渥れて現れた，叉弱遠心法，1％

牛謄汁では反懸は著しく憂化した。

4．総括並に結論

 （1）死時期並に極期に探血せる場合の反鷹

の比較

 下職期に採血した場合反鷹は著明に起り，未

だ「ス」の活動力旺盛な極期に三吟した場合は著

明な反鷹ミを認めなかった．

 即綜合的に表に記載した成績は次の檬であ

る．
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 （2）  生理白勺食璽鐘水と絢弟縁酸曹達カロ食星璽水に

おける反慮の比較

二二を加へない時，杓構酸曹達加食塵水に於

て高直強度なるもの5例，二階弱き・場合1例，

共に陰性は3例で杓鉱山曹達を加へた場合は反

命が増強せられる傾向が強い．

㈲藥液を加へた場合の拘構酸曹達力喰忘

水と生理的食盤水における反面の比較

 藥液を加へない場合と同様絢懸酸曹蓮加食墜

水における藥液では反慮が熱く起つた．「フォ

ルマリン」，「アンチフオルミン」，「タウロコー

ル酸曹達の二二に於て夫が認められた．

 （4）弱二心の三思に釣する：影響

 弱遠心に依り2例は反慮減弱し，2例は却っ

て彊く，3例は不攣であった．師影響は無いも

のと考へる．

 （5） i藥液：の「ス」破壊力

 10％～5％薬局方「フォルマリン」は「ス」に封

ずる破壌作用強く，25％～Z％「タウロコール酸

曹遙，5％～3％「アンチフオルミン」，5⑪％三門

汁に於て1日以後輕度に「ス」の減少が認められ

る．「タウロコール酸曹達，牛謄汁，「サポニン」

の作用が他の「スピロヘータ」に比し弱V様に，思

はれたので肺炎双球菌に封ずる溶解試験を試み

たが藥品の効力減退は認められなかった．

 （6）赤血球を少くし「ス」を減じない檬な

「ス」浮游液を作製するには600回5分間遠心が

良い．

 （7＞反鷹の強さに封し赤血球の多寡よりは

「ス」の多寡が影響する．

 （8） 四割の進行に於て最：高の反憲が弱陽性

若しくは陵性，疑陽性（±，箕＋），＋）の程度の

時は屡々不定三二を見る．「ス」塊の形成は不規

則の型であり，「ス」の蓮動と直接關係がない．

 （9）生理的食北越に於て5～24時間感動を認

め，⑪5％～LO％絢擶酸曹達を含む食盤水では

「ス」の蓮動時聞は短縮す．0．25％～0．1％「アン

チフオルミン」，10％～O．1％「サポニン」，「ス」

浮游液では「ス」の蓮動を認めたが「フオルマリ

［ 8 ］
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ン」，「タウロコ’ル酸曹達，牛謄汁では「ス」の

蓮：動を認めなかった．

 〈10） 5％～0．1％「フォルマリン」は自嚢凝集

反鷹を増強し，！％～0．1％「タウロコール酸曹

達，10％～1％牛熱熱，05％～0．1％「アンチフ

オルミン」に於て反慮は現れたが，藥液加入に

依り反憲は却って減弱するか叉は攣化が無かっ

た。10％～0．lg6「サポニン」は殆完全に反日を

阻止した．

 即徽毒「ス」及び再蹄熱「ス」を破壊せす，

穎粒物を生する事なく液が透明であり，而も集

塊を作らぬといふ藥品及び其濃度は吹の如くで

ある．

 0．1％～0．⑪5％苛性ソーダ」，0．5％～0．01％」謹

酸，10％～0．1％「サポニン」，15％～1％「ウロ

トロピン」，10％「アセトン」e 1％「トリクレゾ

F一 求v，1％～0．75％「アンチフオルミン」にして

             あ⑪5％「アンチフオルミン」は極く輕度の反鷹を

惹起する事がある。

 （終に臨み御懇篤なる御指導を曰うし御校閲の勢を

執られたる恩師谷敢授に深謝す）
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